
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
放送が予定されている複数の放送局の番組情報が重畳された放送信号から番組を得る番組
取得手段と、前記放送信号から番組ジャンルを含む番組情報を取得する番組情報取得手段
と、前記番組情報取得手段にて取得された番組情報を記憶する記憶手段と、当該記憶した
番組情報を表示する表示手段と、前記表示された番組情報から番組ジャンルを選択する選
択手段と、前記選択手段で選択した番組ジャンルを含んでいる番組を、前記記憶手段に記
憶された番組情報を用いて、複数の放送局から自動的に選局する手段と、前記選局した番
組を表示する表示手段とを具備する番組受信装置。
【請求項２】
放送が予定されている複数の放送局の番組情報が重畳された放送信号から番組を得る番組
取得ステップと、前記放送信号から番組ジャンルを含む番組情報を取得する番組情報取得
ステップと、前記番組情報取得ステップにて取得された番組情報を記憶する記憶ステップ
と、当該記憶した番組情報を表示する表示ステップと、前記表示された番組情報から番組
ジャンルを選択する選択ステップと、前記選択ステップで選択した番組ジャンルを含んで
いる番組を、前記記憶ステップに記憶された番組情報を用いて、複数の放送局から自動的
に選局するステップと、前記選局した番組を表示する表示ステップとを有する番組受信方
法。
【請求項３】
前記記憶手段は、以前に前記記憶手段が記憶した番組情報と異なる番組情報を前記番組情
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報取得手段が取得した場合は、前記異なる番組情報を記憶することを特徴とする、請求項
１記載の番組受信装置。
【請求項４】
前記記憶ステップは、以前に前記記憶ステップが記憶した番組情報と異なる番組情報を前
記番組情報取得ステップで取得した場合は、前記異なる番組情報を記憶することを特徴と
する、請求項２記載の番組受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビジョン放送装置、または前記テレビジョン放送の受像機、または映像
信号の記録再生に用いるテレビジョン信号記録再生装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビジョン放送の多局化、多様化の動きには著しいものがあり、ＣＡＴＶ、衛
星放送等といった新しい放送方式の発展に伴って、ほとんどの家庭において、かなり多い
数の放送のなかから番組を選択して視聴することが可能となっている。また、テレビジョ
ン放送の多局化に伴い、テレビジョン信号記録再生装置、いわゆるＶＴＲにおいても、家
庭への普及度はかなりの率に達している。
【０００３】
　従来、テレビジョン放送を視聴、または録画する場合、その番組を特定するためには、
新聞や雑誌等の番組欄で所望の番組の情報を得て、そのチャンネルや日時をもとに視聴ま
たは録画を行っていた。また、この作業を軽減するために、例えば、特許文献１によると
、テレビ番組表をテレビ画面上に表示し、所望の番組を指定して指定番組のプログラムを
行うテレビジョン受像機が開示されている。
【０００４】
　以下、図面を参照しながら、従来のテレビジョン受像機及びテレビジョン信号記録再生
装置の一例について説明する。図２は、従来のテレビジョン受像機及びテレビジョン信号
記録再生装置の一例を示すブロック図である。
【０００５】
　図２において、２１は受信アンテナ、２２はＴＶチューナー、２３はチャンネル制御回
路、２４はマイクロコンピュータ、２５は番組情報メモリ、２６は番組情報入力装置、２
７は番組選択装置、２８は受像機画面、２９はＶＴＲである。
【０００６】
　受信アンテナ２１から入力されたテレビジョン放送信号は、チューナー２２において、
映像信号及び音声信号にデコードされる。また、バーコード入力装置などの番組情報入力
装置２６から入力され、番組情報メモリ２５に記憶される番組の情報は、必要な時に受像
機画面２８に表示される。この番組情報は、放送日時、放送局、番組名等である。
【０００７】
　この時、番組選択装置２７によって選択された番組により、マイクロコンピュータ２４
がチャンネル制御回路２３を制御し、選択された所望の番組の日時になった時に、その番
組を受像機画面２８で視聴したり、ＶＴＲ２９で録画したりすることができる。したがっ
て、一度番組情報を記憶させれば、その情報の示す番組が放送されている期間、受像機画
面において番組の選局プログラムやＶＴＲの録画予約が可能であった。
【特許文献１】特開昭６２－６０３７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、このような番組の情報を番組情報入力装置２６により一度に記憶させる
方法によると、例えば１カ月分の番組をまとめて記憶させるなどという場合には、情報の
入力は１カ月に１回でよいが、番組の変更や、未定の番組等があった時にすぐに対応がで
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きない場合がある。また、番組情報の内容を比較的新しくするために、例えば１週間分の
番組をまとめて記憶させるという場合には、番組情報の入力を毎週１回行わなければなら
ず、その作業が面倒であるという問題点があった。
【０００９】
　したがって、本発明は上記従来の問題点を解決するもので、番組情報の入力を行わずに
番組情報を得ることができ、また、このような番組情報を用いて、受像機画面上での番組
選局や番組録画予約、選択した番組の自動チャンネル切換や自動録画、または録画した番
組の自動テープ情報作成を行うことのできるテレビジョン放送装置、またはテレビジョン
放送受信機またはテレビジョン信号記録再生装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために本発明のテレビジョン放送装置は、放送する番組の情報を信
号化する手段と、その番組情報を放送信号に重畳する手段とを有し、番組情報が重畳され
た放送信号を放送する構成を有している。
【００１１】
　また、本発明のテレビジョン受像機は、前記放送信号に重畳された番組情報を分離する
手段と、番組情報を受像機画面上に表示する手段と、番組を選択する手段とを有し、受像
機画面上で番組の選択や視聴の予約ができる構成を有している。
【００１２】
　また、本発明のテレビジョン信号記録再生装置は、前記放送信号に重畳された番組情報
を分離する手段と、番組情報を表示する表示装置または受像機画面上に表示する手段と、
番組を選択する手段とを有し、表示画面上で番組を予約したりまたはジャンルを選択して
自動的に番組を録画したり、または記録媒体ごとに録画された番組情報を作成して記憶し
たりすることができる構成を有している。
【００１３】
　テレビジョン放送信号に重畳する番組の情報としては、放送される番組の日時、時間、
チャンネル、番組のジャンル、番組の名前のうち少なくとも１つを含む構成を有している
。また、これらの番組情報としては、定められた時刻にそれ以後に放送される複数の番組
情報がまとめて放送され、また、通常の番組の放送時には、その放送中の番組に関する情
報が放送される構成を有している。
【００１４】
　本発明は、上記した構成により、放送局側でテレビジョン放送装置によりテレビジョン
信号に重畳された番組情報を、受信側で得ることができる。この番組情報を分離手段によ
り分離して記憶し、必要な時に受信機の画面上に表示し、表示された番組の情報を見てそ
れを選択することで、番組の選局や視聴の予約を行うことが可能なテレビジョン受信機や
、表示画面に表示された番組の情報を見てそれを選択することで番組の録画予約や、定め
られた番組や定められたジャンルの番組の自動録画、テープなどの記録媒体内に記録した
番組情報を、テープ毎に自動的に作成して記憶しておくといった多様な機能を持つテレビ
ジョン信号記録再生装置を得ることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、テレビジョン放送信号に番組の情報を重畳して放送し、受信側でこれ
を自動的に得ることにより、テレビジョン受像機の画面上に番組情報を表示することがで
き、番組の選局、録画予約、自動録画等の操作が容易に行える。また、前記番組情報を記
録媒体毎に記憶することで、記録媒体内での番組情報を自動的に作成し、記録番組及び記
録媒体の管理が非常に容易に行えるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の一実施の形態について図面を参照して説明する。図１は本発明の一実施
の形態のテレビジョン放送装置、及び、テレビジョン放送受像機、ならびにテレビジョン
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信号記録再生装置を示すブロック図である。
【００１７】
　図１において、１はテレビジョン放送装置、２はテレビジョン放送受像機及びテレビジ
ョン信号記録再生装置である。また、３は映像信号入力端子、４は音声信号入力端子、５
は放送信号作成装置、６は番組情報入力端子、７は番組情報信号化装置、８は番組情報重
畳装置、９は送信アンテナである。
【００１８】
　また、１０は受信アンテナ、１１は受信回路、１２は番組情報分離回路、１３は受像機
画面、１４はチャンネル制御回路、１５は第１の番組情報メモリ、１６はマイクロコンピ
ュータ、１７はＶＴＲ、１８は記録媒体判別装置、１９は第２の番組情報メモリ、２０は
番組選択装置である。
【００１９】
　以上のように構成され、次にその動作を説明すると、まず、テレビジョン放送装置１の
映像信号入力端子３、音声入力端子４には、放送される映像及び音声が入力される。これ
らの信号は放送信号作成装置５に入力され、入力された映像、音声から放送信号を作成す
る。また、番組情報入力端子６から入力された番組情報は、番組情報信号化回路７で信号
化され、番組情報重畳装置８において放送信号に重畳される。この時、番組の情報をテレ
ビジョン放送信号に重畳する方法としては、従来のアナログテレビジョン放送においては
、例えば文字放送で既に実用化されている方法と同様に、水平垂直帰線期間に番組情報用
に特定の期間を設け、その期間に番組情報を重畳すればよい。
【００２０】
　また、ディジタルテレビジョン放送においては、ビットストリーム中の情報ブロックに
、情報ビットとして上記番組情報を挿入することで容易に実現できる。こうして番組情報
が重畳された放送信号は、送信アンテナ９から放送される。
【００２１】
　次に、テレビジョン放送受像機及びテレビジョン信号記録再生装置２では、受信アンテ
ナ１０により放送が受信され、受信回路１１によりもとの映像及び音声信号が復元される
。また、番組情報分離回路１２では、放送信号に重畳された番組情報を分離し、第１の番
組情報メモリ１５に記憶する。受像機画面１３では受信した放送を表示する他に、必要な
時にマイクロコンピュータ１６によって第１の番組情報メモリ１５に蓄えられた情報を表
示し、番組選択装置２０により画面上で番組を選択し、チャンネル制御回路１４により選
局や、ＶＴＲ１７での録画予約ができる。
【００２２】
　以下に、番組の情報の詳しい実施の形態を示す。番組の情報としては、放送日時、放送
時間、番組のジャンル、番組の名前を信号化して送るものとする。
【００２３】
　番組の情報を送る時刻としては、例えば毎日、放送開始時刻前後に２週間先の１日分の
番組情報をまとめて送るようにしておく。つまり、各チャンネル毎に番組情報の放送時刻
を少しずつずらして決めておき、マイクロコンピュータ１６が、その時刻になるとチャン
ネル制御回路１４を操作して、各チャンネルの番組情報を第１の番組情報メモリ１５に取
り込む動作を行うことで、常に２週間先までの番組情報を蓄えることができる。また、以
前に送った番組情報が変更される場合、放送局側から新しい情報を送り、以前の情報を書
き換えることで情報は新しくなり、また未定の番組の情報を追加したりすることもできる
。
【００２４】
　したがって、番組情報メモリの容量によっては、１カ月先まで、２カ月先までの番組情
報を蓄え、表示することも可能である。また、放送開始時刻前後以外に、１日に何回かの
時刻に番組情報を送るように定めておけば、当日に変更された番組の情報を得ることも可
能となる。この時、各放送局間で互いに番組情報のやりとりを行えば、チャンネルを変更
せずに、他の放送局の番組情報を得ることも可能である。
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【００２５】
　以上のように第１の番組情報メモリ１５に蓄えられた番組情報は、マイクロコンピュー
タ１６によって必要な時に、時間毎、チャンネル毎、現在放送中の番組等の情報を適宜受
像機画面１３に切り換え表示またはスーパーインポーズによって表示できる。したがって
、画面を見ながら、例えばマウスやキー等の番組選択装置２０によって番組を選択し、選
択した番組を第１の番組情報メモリ１５に蓄えることで、番組の選局、または、番組の選
曲プログラム、録画予約を簡単に行うことができる。
【００２６】
　また、通常番組が放送されている間は、その番組を表す情報を重畳して送るものとして
おく。これには、残り放送時間、番組のジャンル、番組名等が考えられる。
【００２７】
　このように、放送中の番組の情報が放送局から重畳されて送られてくる場合、例えば予
約録画を行う際に、録画する番組の放送時刻により録画が制御されるのではなく、録画す
る番組の名前で録画を制御することができる。したがって、番組情報メモリに蓄えた情報
が、例えば前の番組の放送時間の延長などにより放送直前で変更されたような場合でも、
指定した番組を正確に記録することが可能となる。
【００２８】
　また、番組名の指定ではなく、例えば、ニュースや洋画といった番組のジャンルを指定
しておけば、そのジャンルの番組が開始されたと同時に自動的に選局をしたり、自動録画
したりすることができる。
【００２９】
　また、ＶＴＲ１７のカセット挿入部にバーコードリーダー、カセット本体にバーコード
シールをはりつけたような構成の記録媒体判別装置１８により、現在ＶＴＲ１７にセット
されているカセットを判別することができる。したがって、それぞれのカセットの番号に
対応して、放送された日時、放送時間、番組の名前をマイクロコンピュータ１６により第
１の番組情報メモリ１５から第２の番組情報メモリ１９に転送し、また、カセット内での
頭出し信号（ＶＩＳＳ等）の順序といった、記録した番組の情報をも自動的に第２の番組
情報メモリ１９に送り、蓄えることができる。
【００３０】
　以上の構成により、カセットを挿入するだけで、カセットに記録された番組の名前など
の情報を受像機画面１３に表示することができるので、カセットの内容を確認したり、テ
ープ残量を計算して表示させることなどが容易に行える。
【００３１】
　また、逆に第２の番組情報メモリ１９の情報より、記録した番組の中から希望する番組
を受像機画面上で検索し、バーコードシールに書かれたカセットの判別番号等の数字から
、希望する番組が記録されたカセットを捜し、特定することもできる。
【００３２】
　なお、図１においては、テレビジョン放送信号を送信アンテナ９、及び受信アンテナ１
０を介して伝達したが、衛星を介した衛星放送や、ＣＡＴＶ等のように直接ケーブルで接
続して放送してもよい。
【００３３】
　また、テレビジョン信号記録再生装置として、一般的なＶＴＲを例に挙げたが、ビデオ
ディスク等他の記録メディアを使用した場合にも同様の装置が実現できる。
【００３４】
　なお、本発明による実施の形態として、多数の機能を有する受像機やテレビジョン信号
記録再生装置を挙げたが、前記実施の形態の機能のうち、必要なものを選択的に用いたも
のもこの発明に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本発明にかかるテレビジョン受像機は、デジタルテレビ等として有用である。
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【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の実施の形態のテレビジョン放送装置、及び、テレビジョン放送受像機、
テレビジョン信号記録再生装置を示すブロック図
【図２】背景技術のテレビジョン受像機及びテレビジョン信号記録再生装置を示すブロッ
ク図
【符号の説明】
【００３７】
　１　　テレビジョン放送装置
　２　　テレビジョン放送受像機及びテレビジョン信号記録再生装置
　３　　映像信号入力端子
　４　　音声信号入力端子
　５　　放送信号作成装置
　６　　番組情報入力端子
　７　　番組情報信号化装置
　８　　番組情報重畳装置
　９　　送信アンテナ
　１０　　受信アンテナ
　１１　　受信回路
　１２　　番組情報分離回路
　１３　　受像機画面
　１４　　チャンネル制御回路
　１５　　第１の番組情報メモリ
　１６　　マイクロコンピュータ
　１７　　ＶＴＲ
　１８　　記憶媒体判別装置
　１９　　第２の番組情報メモリ
　２０　　番組選択装置
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